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Ｌ：S藤駐車場 6:35 → 三ツ頭 8:45 → 山頂 9:30 → 三ツ頭 10:05 →駐車場 12:00 

 

 ネットをうろちょろしていたら、八ヶ岳の麓、姫野バラ園で春のバラ祭り・即売会がおこなわれるとのこと。

姫野バラ園といえば、全国に名の知れた有名なナセリーで、オールドローズ、蔓バラが有名なところ、これ

は行くっきゃないでしょう。 

  ということで、バラ園近くの八ヶ岳の権現に、

天女山から登ることにした。早朝天女山の駐車

場に向かう、止まっているのは約十台くらい、2

人ほどが身支度をしている、こちらも身支度をと

とのえて出発する。 

 八ヶ岳らしく、最初は高度より距離を稼ぐ、傾斜

がきつくなり前三ツ頭につく。ここで休憩、高度を

上げるにつれ雲行きが怪しくなる、三ツ頭につく

頃にはガスが立ちこめ、風もでてきた、先行者二

人が岩陰で風をよけて休んでいた。 

山行報告 ・・・・・・・・・・・・ 1～９ 

編集後記 ・・・・・・・・・・・ 1０ 

ヒメリンゴ  

ツマトリソウ 
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6月 21日(土)大白沢（例会山行） 

 

 その後も、ガスは晴れないうえ、風も強くなってきたがとりあえず山頂を目指す。ガスの中に岩峰が見え

た、山頂だ、ガスの中の山頂に立つ、が立つてもおもしろくない、展望があってこその権現の山頂である。

（権現の山頂に立ったことがある人ならわかると思うけど） 展望がきかないので早々に山頂をあとにする。

今度は下るほど天気が良くなる、登りでは気づかなかったが唐松の芽吹き、ヒグラシの鳴き声がすばらし

い。つい立ち止まって贅沢な雰囲気に浸りまくる。駐車場に着き早速、姫野バラ園に向かう。時間がたつ

ほど天気が良くなり、車の窓からガスの中だった権現岳がよく見える。 

 バラ園の駐車場はあまり広くないが、それでも県外者が多く、関西系のナンバーも少なくない。さすが有

名人のバラ園である。園内に入りバラを見て回る。 

 あれ、これは我が家にもあるやつではないか、君は本当に我が家と同じ花なのか、花の大きさが倍近く

違うではないか。このバラはなんだ、ビロードのようでありながら蛍光色みたいに明るく見える、こちらの白

いバラの香りの良いこと、ほしい・・ほしいが我が家の庭は狭い、暗い、石ころだらけ、その上すでに植える

場所もない。結局後ろ髪を引かれながら（坊主頭だから後ろ髪はないが）帰路についた。 

＜結論＞ 

 権現岳の山頂で愛を叫ぶ時は、天気の良い日でなければ意味がない。 

 貧相な庭しか持たないものがバラ園(即売会）に行くと、ストレスがたまりまくる。 

                                  S藤 記 

 

 

 

 

Ｌ：T島 ＳＬ：S谷 S崎 D原 

七倉ダム着９：００→ 大白沢上橋発９：３０ →二股１０：００ →河原で

昼食１１：３０～１３：００→大白沢上橋着１４：３０ 

 

 当初は日曜日に鈴が沢の予定だったのが、天気と相談で土曜大白沢

に変更となった。おかげで、この日は８：００集合でゆっくりの出発。天気

もすこぶる安定。予定の時間通りに現地到着。道の隅に車を止めて、み

んなで沢ルックに着替え出発。 

まず沢へ降りられる地点をリーダーが探す。トンネルをこえた少し先

でいい場所を発見。さっそくザイルを出して急斜面を下降。沢の水が気

持ちいい位のほどよい気温。 

 始めはなだらかなナメが続き、次第に傾斜のある滝が現れたりヘツリ

で進む岩場が現れたり。前回の沢講習には仕事で参加できず、沢デビ

ューだったので、私はとにかくリーダーの真似をしてついていく。 

1 時間半ほどで、二股に到着。水量も規模も練習にもってこい

という感じの滝に遭遇。時間に余裕があったため、ここで沢用

ザイルを張ってもらい繰りかえし登りと下りの練習。流れに逆

らって水を浴びながら進むのがなんだかむちゃくちゃ楽しい。 

 

 昼はみんなで枝や木片をかき集めて、たき火をしながらゆっ

くり昼食。木片は結構湿っぽかったのに、あっという間に火が

つく。濡れた服を乾かしながら、おき火になったところでイカを
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6月 21日(土）爺ヶ岳（地味に地味山､個人山行） 

 

焼いたり、ウインナーを焼いたり。うーん、いい匂い。さんざん食べておなかがいっぱいになりみんな幸せ

そうなところをパチリ。まだまだここにとどまっていたいところだが、そろそろ戻らねばと名残惜しく元のルー

トを下った。 

リーダーの T島さんや S谷さんには、何度もお助けザイルを張ったり回収していただいたり、もろもろの

準備も含めて感謝感謝。また連れて行ってくださいね。余談ですが、買ったばかりのファイントラック沢用シ

ャツとスパッツは、すこぶる快適でした。沢で蒸れない濡れない温かいのはすばらしいですねー。 

                             D原 記 

 

 

 

 

Ｌ：S藤  その他 0名 

駐車場 6:30 → 種池山荘 9:00  → 山頂(中峰）9:40～10:20 → 種池山荘 11:00 → 駐車場 12:45 

 

 地味に地味山、ひらがなで、じみにじみやま、略して、じじやま、そうだ爺ヶ岳に行こう。 

 早朝爺ヶ岳登山口の駐車場に着く、車は我が愛車を含めて四台ほど、さすが地味山、人気のない山ば

かりの山行である。 

 ここは八ヶ岳と違い最初から高度を稼ぐ。だらだらとは登らない一気に高度を稼いだ後、だらだらとトラ

バース、景色は良くない、たまに見えるのが扇沢のバス停くらい、あとは対面の斜面だけ、とにかくだらだ

ら登る、だらだらトラバース‥‥。それでもさすが後立山、この時期でも沢には雪が残っている、しかも常

念の三山とは違いまだ堅いのだ。 一番大きな沢は、小屋がスコップで切り掻いてくれてあり、ステップを

切る必要がない、ここが切り掻いてないとアイゼンが必要だと思う。ありがたや、ありがたや。 

 最後の雪壁を登り小屋に着く、まあ個性的な色、形の小屋である。ベンチをお借りして行動食を取る。こ

のとき重要なことに気づいた。山頂で食べる予定はカレーヌードルである、コンロ、ボンベ、箸、水はある、

でも鍋代りのコッヘルがない、エー朝用意したじゃん、なんで無いんだよ、お昼のたのしみが無いじゃん、

と多少取り乱しもしたが、気を取り直して山頂に向かう。まず南峰で中峰、北には行かない将軍様が怖い

からではない、距離もあり同一の山頂というより手前のピークにしか思えないからだ。 

食事の楽しみが無いので展望くらい楽しみたいのだが、ガスが出てきて全く展望がきかない。仕方がな

いので寝る。人気が無いだけに人がいない、静かである。時折聞こえるのが燕の飛ぶ音である。この風切

り音が結構すごいのである。3匹もよって来ると結構な迫

力である。 こいつら普段は気づかないけど結構すごい

やつらだと思わざるを得ない。 展望はきかない、食事の

楽しみもない、昼寝にも飽きたので下山する。道はジグ

ザグである、ある角を曲がったら奴がいた、雷鳥である。

ジト目でこちらを見ている『おれさ、そっちに行きたいから

さ、お前どいてくれる』と言っているようだ、いや聞こえる

はずのない声が確かに聞こえた。仕方なく十歩ほど戻る。

彼は私の立っていた場所を悠然と通り越し岩陰に消えて

いった。何だったのかな？ 

＜総括＞ 

  雪渓の切り掻きは 6月上旬のようだからそれ以前はアイゼンがあった方がいい。 

  曲がり角に雷鳥がいると結構びっくりする。                              佐藤 記 
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6月 28日(土)～29日(日) 北 岳(会山行) 

 

 

 

 

Ｌ：Y 本、T井 

（6 月 28 日 雨） 

広河原 6:40→御池・大樺沢分岐 7:05→白根御池小屋 9:10～9:30→右俣合流 11:35→小太郎尾根分岐

12:00→肩の小屋 12:30 

                     

（6 月 29 日 雨・霧遅くなって晴れ） 

肩の小屋6:05→北岳6:55→吊尾根分岐7:20→ｷﾀﾀﾞｹｿｳ観賞

→北岳 7:55→肩の小屋 8:20～8:55→白根御池小屋 1030～

1045→広河原 12:30 

                   

梅雨時の天気予報は毎日変わる。花は時期限定ため、複

数の予報をチェック。山行日前々日の夕方の予報では二日

とも降水確率 30%、同行者に GO のメールを送信。ところが、

1 日前の朝の予報は、28 日 40%、29 日 30%と悪化、29 日

の 30%予報を信じて催行決定、前泊地の芦安に向かう。既

に芦安の第 2駐車場は 8割程埋まっていた。 

 

6月 28日 

 車が多かったため、5時起床を 4時に早める。朝食後上下に雨具を着込みザックカバーもセット、万全の

装備で乗り合いタクシーに 5 時 40 分乗り込む。広河原に着いたら案の定小雨、沢山の人がビジターセン

ターで雨具を着ていた。 

 登山口で残雪状況を確認。当初予定の通り白根御池・草滑りコースで行く事にする。花もほとんど無く､

鳥の声も少ない樹林帯を黙々と登る。白馬御池小屋から草滑

りコースの取り付きまで約 200m は雪渓歩き、雪の緩みが表

面から浅いため、下山者の何人かは滑って転んでいた。急坂

の登山道に入ると、イチリンソウやシナノキンバイ等が所々に

咲いていた。 残雪が少し残る小太郎尾根分岐から暫く行くと

横殴りの風と雨、手の冷えを防ぐため手袋を使用しようとする

も手が濡れていてなかなか着用出来ない。今後は大きめの手

袋を準備することに。 キバナシャクナゲ等が咲き誇るお花畑

場を眼下に見ながら稜線を進むと肩の小屋。雨、風のため、食

事・寝具無しの素泊まりとする。 

 

6月 29日 

 午前 2時 40分頃強風と雨音に目が覚める。このまま撤退かと

考える。4 時起床雨、当面朝食の準備をして予報を見てこれから

の行動を決めることに。南アルプス市の天気予報は、9 時から

12 時は晴れ、それ以外は曇り。9 時をタイムリミットに北岳山頂
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6月 29日(日）妙高（地味に地味山､個人山行） 

 

経由キタダケソウ観賞に向かう。小屋を出発してしばらくは霧が強い風に飛ばされ周りの山々が見えてい

たが、やがて雲の中に入り眺望ゼロ。北岳山頂を過ぎて吊尾根分岐に行くと「キタダケソウは、この先にあ

ります。」との声。現地に行くと「ここは、キタダケソウとハクサンイチゲが共生。花で見分けることは難しい。

葉の緑が濃いのがキタダケソウ」と教えてくれた。 

 肩の小屋に戻り、荷物を整理して下山。下るほど天気は良くなってきて、芦安は灼熱の暑さだった。 

Y本 記 

 

 

 

 

 

（100 名山を地味山と言っていいのか） 

Ｌ：S 藤  その他 0名 

燕温泉（前日着）4:45→地獄谷分岐5:45→天狗堂6:30→山頂7:30・8:12→長助池9:00→燕温泉11:30 

  

 土曜の夕方妙高に向かい車を走らせる、天気はすーごーく心配だ、予報では翌朝から曇り空になるよう

だが、全くやむ様子のない本降りである。とりあえず行くだけでもと、燕温泉の駐車場に向かう、早いせい

か天気のせいか駐車しているには一台だけ、適当に間隔を開けて駐車する。コンビニで買ったポケットウ

イスキーを引っかけ眠りについた。 

  薄暗いなか車の音がする、何だと思いので外を見ると結構な数の車が駐車している。乗っていた人は

作業服にヘルメットで山に向かっている、こんな早く工事でもあるのかと思っていたら駐車場の片隅に落ち

ていたもので理解した。彼らはタケノコ取りである。 とっつあん達が行くなら天気は大丈夫だ、と何の根拠

もない理由で登山を決行する。地獄谷の道は良くこんな場所に道を作ったと感心する。特に最後の滝の

落ち口あたりの造成はどのようにしたか想像ができない。落ち

口を過ぎ、しばらくして人の気配に降り向くと、今様の山ボーイ

が二人追いついてきた。道を譲り先に行って頂く、ただ休息の

たびに先頭が入れ替わるだけで結局山頂までご一緒した。 

 妙高の山頂で軽く食事をし、岩の上で昼寝をする。何にしろ

ガスで火打すら見えないのだ、展望がきかないのでは昼寝し

かない。 

 二人組が先に下山を開始した後、こちらも下山を開始する、

溶岩がごろごろしている急な樹林帯を抜けると明るく開けた沢

筋に出る。ここから雪渓歩いたり、夏道を歩いたり、沢にはまったりしながら長助池につく、木道がしっかり

していて、きれいな場所だ。近くの沢筋には水芭蕉も咲いている。ゆっくりしたいが天候が心配なので早々

に出発、途中タケノコ取りのとっつあんに雪渓の状態を聞いたりしながら無事温泉に着いた。その後、国

道で期間限定タケノコ汁定食を頂き、お土産の蕗味噌を買って帰路についた。 

＜総括＞ 

タケノコ取りのとっつあんの根性はすごい私はあの荷物は持てそうにない。 

この時期の長助池はいい、人がいないのもいい。 

人がいないと言えば燕温泉のお土産屋、何度呼び鈴を押しても出てこない、お土産 盗まれても知らん

ぞ。 

S 藤記 
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7月 6日(日） 御嶽 （地味に個人山行で何じゃらほい） 

 

 

 

 

 

Ｌ：S藤（462）   その他 0名 

田ノ原（前日着）5:00→ 王滝山頂6:45→ 摩利支天8:50 → 継子岳10:00 → 二ノ池11:35 → 奥の院

12:35 → 田ノ原14:20  

 

なんか山行に鈴ヶ沢入っていたよな～、鈴ヶ沢て木曽か、木曽と言えば ♪木曽の御岳山は何じゃらほ

い♪、そうだ御嶽に行こう。 

 前日、霧の中を田ノ原まで車を走らせたあと、車の中で妙高の残りのウイスキーを飲んで寝た。 

 翌朝二日酔い気味で登山開始、最初の砂利道は良かったが、樹林帯に入り動悸がしてきた。おいらこ

んなところで心臓病で逝くのかと思ったが、それでアルコールが飛んだか調子が良くなる。九合目の避難

小屋をすぎて何とも近代的なお社に到着、お社の中をとおり剣ヶ峰に向かう、途中の八丁ダルミで単独の

女性登山者と「こんにちは」と挨拶を交わす。 

 ええ、もしかして千穂さん‥（前の山岳会のお姉さん）の若い頃にそっくり、本人の訳ないけど、もう少し

お話すれば良かったと、後ろ髪引かれる思いで（坊主頭だから後ろ髪は無いが）歩き出した。 

 剣ヶ峰のお社もすごい、ここが3000m超とは思えない。お社と手すりの１ｍくらいの隙間が登山道で、そ

こをぬけると年配者のパーティーが急な下りで手間取っていた。仕方がないので地獄谷をみていたら、写

真を撮りましょうか声をかけてきた人がいた。 

ええ、もしかしてM井さん‥が若かったらこんな感じと思えるような人、本人の訳ないけど写真を撮ってい

ただく。 

 剣ヶ峰から二の池まで地獄谷がよく見える岩嶺帯を行く、踏

み跡が交差してけっこう迷う、前に首から立派なカメラをぶら下

げ、写真を撮りながら歩いてる人がいる。ええ、もしかしてI本ち

ゃん‥を若くして痩せたような兄さんである。さすが霊山、生霊

が飛び交ってるのか、それにしても皆若過ぎないか。 

 続いてサイの河原である、その名のとおり石が積んである、

想像する様なサイの河原である。親より早く死んだ子供が 一

つ積んでは母のため、二つ積んでは父のため と歌いながら積

んだ石積みである。夕方になると奪衣婆がけり崩しに来ると言う

がまだ崩されてはいない。摩利支天に向かうがここまで来るとさすがにほかの登山者はいない。 

その後、飛騨頂上を越え継子岳に向かう。のっぺりとした山である。誰もいない中、軽く食事を取り、催し

てきたので小さなお社の陰で水キジを撃たせていただいた。 出発しようと準備をしていると、視界を遮っ

ていたガスが大きな水滴状になってきた、着ている物が結構濡れるので雨具を着ると、いつの間にか横殴

りの雨に変わった。 

 飛騨小屋で再会したM井さん‥によく似た人から雪渓はあまり踏まれていなく、状態が良くないと聞い

ていたので雨の中、四ノ池を廻るのはやめにし、来た道を帰ることにした。 飛騨山頂に近づくにつれ天気

が回復してきた。摩利支天から下りてきた登山者に聞くと雨など降ってないと言う。 

これは継子岳の神様の祟りか、怖いので王滝の山頂に着いてから、奥ノ院にもお参りすることにし、無事

に帰れますようにとお祈りをして帰路についた。 
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７月 13日（日） 御嶽山 鈴ケ沢東俣（例会山行） 

 

7月 6日（日）救急法講習会、岩講（例会山行） 

 

＜総括＞ 

 さすがは霊山、いろんな人に会ったり、いろんな目にあいました。 

 奥ノ院の神様はきっと寂しがってるから誰かお参りに行ってあげてください。         S藤 記 

 

 

 

 

K林、S川、Y本、F本、S谷、T井、D原、H岡、H、S木、T口 

 

２台のAEDを用意していただいて今日は救命救急法の講習会だ。場所は物見の岩駐車場、９時というの

にもう日差しが強くて少しでも日陰を探してブルーマットを敷き、タオルの上に人形に寝てもらい、K 林さん

が持ってきていただいた解説付きのビデオをまず見る。 

同行者が突然倒れているのを発見したらどうするか？ まず、

むやみに近づいちゃいけない。周囲の状況を観察して自分

自身に危険がないか(二次事故の可能性がないか)を判断す

る。それから倒れている人の肩をたたいて意識の確認をする。

反応がない場合、協力者の応援を求め、救急車通報と AED

手配を依頼する。それから心停止の判断をするため呼吸が

あるかどうかを素早く見る（10 秒以上かけるな）。心停止と判

断したら直ちに胸骨圧迫を開始する。「強く、速く、絶え間な

く」がその合言葉。これがやってみないとわからないのね。掌

を組み合わせて、手掌基部で５㎝も押す（ときには胸骨が折れることもあるとのこと）。回数は毎分 100 回

のテンポで 30回行う。次に人工呼吸を２回行う。このようにして救急隊員が到着するまで胸骨圧迫と人工

呼吸を繰り返す。 

AEDが到着したら電源を入れ、装着してあとは AEDの音声指示に従えばいい。 

 

この種の研修には慣れているはずのご職業の方々も言っていたけど こういうことは何回もやらないと忘

れてしまいそうだ。救命法研修初参加の自分が言うのもなんだけど この研修には毎回全員が参加して

技術・意識を維持していくことが必要だと思った。午後はリードで登った場合の支点作り、セカンドの引き上

げ、ラペルなどを練習した。この研修を企画していただき本当にありがとうございました。      T口記 

 

 

 

 

Ｌ：T島 M井 H岡 Y本 

松本合庁 5：30→林道終点（車デポ）8：00 →二股（橋）10：15→

大岩壁 13：45→田の原駐車場 15.：40                       

 

前回の大常木沢の反省も込めて今回は二度目の鈴ケ沢と言う

事も有り、私なりに目標を立てました。１．静かにスマートに ２．

お助けロープは仕方ないが、ハンドはやめよう、よし、目標を達

成できる様に頑張ろう。 
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７月２１日（月）小川山フリークライミング  （個人山行） 

 

終了点の田の原駐車場に車をデポしてから、４人で鈴ケ沢橋に向けて出発、車での移動が片道１時間弱

係る、また大滝村の道は細く解かりづらい。林道終了点の鈴ヶ沢橋ゲートの前で車を止めて、林道歩きか

らスタートです。 

梅雨時の雨の影響か鈴ヶ沢は多少水量が多くなっています。灰色の雲に覆われた空は、暗くすっきりし

ない。鈴ケ沢は、美しいナメと有名なトイ状の滝＋釜の連続の沢を溯行する。 

２つ目の橋から今回は沢に下ります。石がゴロゴロした静かな沢を登っていきます。 

最初に、私達の目の前に飛び込んできたのは落差 30ｍの見事な滝、

ここは左側の巻き道を登ります。気を付けないと滑落しそうな急斜面

を濡れた岩や木を掴んで慎重に登ります。滝の上側は綺麗なナメと

淵、次に現れた５ｍ強の滝は右側の岩壁をボルダリングで登ります。

ゴツゴツして足場もホールドも有りそうですが、足元が滑る、ここは T

島リーダーが難なく登りロープを出してもらい確保器を付けて登りま

す。幾つものナノと変化に富んだ滝を溯行していきます。でも、空も

暗いと沢の透明感も薄く、幾つもの釜も輝きに欠けるようで残念で

す。 

今回１か所だけ滝を巻いて滝の上側に下りる時、沢の流ま

での高さと狭まった流の強さに臆病虫が騒ぎ、先に沢に下

りた M 井さんのお助けハンドを借りてしまいました。しかも

下に続く滝を意識してしまいバランス崩し三井さんも巻き込

んで沢の中に転んでしまい腰まで濡れる始末、すみません 

でした。もう１か所水嵩が多く、前回登った滝の側壁に取り

付けず右側から巻いた時、大きな岩塊、ひょいと登った M

井さんにお助けロープを出して貰いました。 

ここ鈴ヶ沢は変化に富んだナメ滝が満載です。 

前方に行く手を遮る屏風のように広がる巨大な岩壁が奥の滝のようだ。今日は不思議に水が枯れていま

す。右手の巻き道はすぐ見つかった。尾根に出るま

での笹藪のトラバースも難題です。 

笹を漕いで尾根をひとつ乗り越す高巻です。 

本流にもどり、沢歩きが続く、田の原駐車場の車道を

目指して詰め上がります。体の疲れを感じ始めるとフ

ィナーレがやたらと気になる。現在地の標高を聞いた

り残りの道のりを聞いたりして気をまぎらせていると、

雨も幾分強く成る。 

石の上を流れ落ちる水の中を登りながら、白くぼんや

り浮き出たガードレールを探し宛てたときは、思わず

叫んでしまった。本当のフィナーレです。 

でも沢を登り終えた後は、充実感に満たされました。 

H岡記 
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５月１８日（日）浅間山（個人山行） 

 

L；K林 H部 S川 Y本 S々木 D原 H岡 K池 H 

海の日の連休３日間を小川山で過ごすつもりだったが・・梅雨明け直前の不安定な天気に阻まれ、最終

日一日のみのクライミングになった。 

先ずは、ガマスラブで足慣らし。昨日の雨で、岩の下部は水が滴っている。志川さんがリードでトップロ

ープを２本張る。一通り全員が登り終わった所でマルチへと移行。とは言ってもガマルートを上まで行くの

ではなく、すぐ上部岩までの２～３ピッチで終了とすることに。先日の岩講で習得した支点作りを実践した。

自分でリードする場面になると、やはり最良の弱点を探して登るので、ついルートから外れてしまってい

た。 

昼過ぎには、小川山ストリーへと向かう。広場の少し下から入って沢を渡渉。石を渡れそうもないので、

裸足になる。この川に入ったのは初めて！「冷て～～“”」足が痛くなった。そして、急登の森をさ迷いやっ

と父岩を見つけた。ところが、「左の大岩が剥がれているので立ち入り禁止」の表示とロープがあった。以

前は、あの剥がれそうな岩を伝って登ったこともあったのだが。危険なので、右横へと移動しタジヤンⅡ

5.10ａ 完璧な父 5.10c 

岸壁の父 5.10b モラリスト 5.10a を登る。リード出来るのは S 川さん、K林さん、S々木さんのみ。トップ

ロープで登らせ頂いた。それでも、難しく躊躇する核心部が待っていた。自然の岩場はやはり難しい。リー

ドを出来るようになるには、まだまだ頑張らねばならない。 

 帰り道は父岩から直に下った。ちゃ～んと道はしっかりしているし、沢も難なく渡れました。今度来るとき

は間違えないようにしよう。 

今日一日だけだったのに、手指の先はひりひり、足指・腰・肩が筋肉痛、疲れたあ・・・懲りずにまた行き

ますのでお願いします。                  

H記 

 

 

 

CL：O川  

6：20車坂駐車場→8：20黒斑山→10：00 Jバンド降下点→12：40 前掛山→14：00湯の平/草滑り分岐 

→1５：00草滑りトップ →16：20 車坂駐車場 

 

 久々に浅間に行ってきました。車坂の駐車場は結構埋まっていました。 

車坂より表コース、シェルター、トーミの頭経由黒斑山へ、昔この草滑りをスキーで滑り降りたんだ！！、し

かしもうムリ・ムリと昔の自分に感心しながら黒斑山へ、蛇骨岳・仙人岳を経て J バンドの降下点 写真１.

と 写真２.降下点より浅間山を望みます。 

写真１．Jバンド                      写真 2．浅間山 
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J バンドを降り、浅間山（前掛山）に向かいます。写真３．は前掛山からの眺めで、浅間山の外輪山（黒

斑山、蛇骨岳、仙人岳と J バンド降下点）です。前掛山より下山、湯の平より草滑りを登ります。写真４.は

草滑りトップ付近から浅間本峰を振り返ります。 

 

写真３．黒斑、蛇骨、仙人岳       写真４．浅間山本峰 

    

中コースを車坂峠に下山、久々にのんびり浅間山を楽しんできました。帰りは、「あぐりの湯こもろ」で浅

間山を眺めながらマッタリしてまいりました。 

 

 

 

 

編 集 後 記 

   ハヤチネウスユキソウを見に早池峰山へ行った。ここの標高は 1917（ﾋｸｲﾅ）ｍ。そうだ、我ら

が長野の飯縄山と一緒だ。そういえば、日高のピパイロ岳も同じ標高だったっけ。２つは蛇紋岩で

固有種の多い山。おまけに北の山だから、「ひくいな」と言わせない高山の雰囲気がある。とは言

え、飯縄だって独立峰の貫録では負けてないぞ！  …な～んて思いながら、早池峰の、数ある花々

を愛でたのでした。                              ／とっこ 

 

                                

9 月号から、やまふみ編集復活することになり、しばらくの間、ホームページ担当と、二足の

わらじを履くこととなりました。限られた時間の中で、できるだけ充実したホームページにしたい

と思っています。が…それには皆さんのご協力、写真、コメントの提供が必要不可欠であります。

この場を借りて、お願い申し上げます。では、今後ともよろしくお願いします。    ／てら 

 

 

長野は暑いなぁ。いままで涼しい那須にいたからせいぜい扇風機くらいで済んでいたけどエリ

ーもいるからやっぱりエアコンを使ってしまう。エリーのためにワンちゃん用アルミ製ベッドを買

ってあげたら気に入ってずっとそこに寝ている。アルミは熱伝導率がいいので涼しく感じられるそ

うだ。人間用にもどうだろうかと考えてみたが固くて寝にくいかなぁ？      ／エリパパ  


